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26. 水稲の登熟期におけるメタン発生と稲根圏のメタン酸化細菌
数には稲品種間差がある

〔要約〕亜熱帯水田 の稲根圏に はメタン酸化細菌Methylosinus spp. が生息し、 稲根圏の菌数は水田から
のメタン発生量が多くなる出穂期から登熟期にかけて増加する。 水稲の登熟期におけるこの菌数とメタ

ン発生流量と は稲品種間で有意に差がある。
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メタンは地球温暖化に関わる温室効果ガスの 一つで、 水田からも発生する。 一方、 メタン酸化細菌は

稲根圏にも生息し、 メタンを二酸化炭素に酸化してメタンの発生を抑制する。 亜熱帯水田や水稲ポット

から のメタンの 発生醤は稲の出穂期から登熟期にかけて多くなるため、 この時期の水稲根圏におけるメ

タン酸化細菌の菌数およびメタン酸化活性に着目しながら、 草型の異なる稲3品種間におけるメタン発
生の違いについて検討する。

［成果の内容• 特徴］
］． 亜熱帯水田（軽埴土 ・ 沖積土壊）の稲根圏からMethylosin.us属のメタン酸化糸Ill菌が分離される（図I)。

2. 稲根圏のメタン酸化細菌の菌数はメタン発生批の多い出穂期から登熟期にかけて増加し、同じ時期の

非根圏土壊のメタン酸化細菌数は滅少する （図2)。

3. 亜熱帯水田土壌を用いたポット試験では、 草型の異なる稲3品種（チョニシキ：日本型、IR72: イン

ド型、IR65598 (New Plant Type) : トロピカ）レジャポニカ型）の中で、 メタン発生菰の多い登熟期にお

けるメタン発 生流醤、 根のメタン酸化活性とメタン酸化細菌数を比較すると、 根のメタン酸化活性が

高くメタン酸化細菌数も多いIR65598では、 メタン発生流量が最も低い（表I)。

［成果の活用面 ・ 留意点］
］． 稲品種間のメタン発生流最の違いを、 亜熱帯水田圃場で確認する必要がある。

2. 選定品種が実際に現地に受け入れられるために は、 食味についても配慮する必要がある。
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Methylosinus sp. R16株 Methylosinus sp. R18株
図1 稲根圏より分離したメタン酸化細菌Methy/osinus spp. (barの長さは10µmを示す。）
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稲品種：チョニシキ 図2 稲栽培期間中の稲根圏と非
喝圏土壌のメタン酸化細菌
数の変動（亜熱帯水田圃場）

表1 登熟期における稲3品種のメタン発生流量、根のメタン酸化活性、根のメタン酸化
細菌数、並びに、根乾物重（ポット試験、1株por 1 )

稲品種 メタン発生流量 根のメタン酸化活性 根のメタン酸化細菌数 根乾物重

(mg pot·1 h·1) {CH4 oxidizedµg g·1 root d·1) (No. g·1 dry root) (g plant·1) 

チョニシキ 1.78士0.52a 13.9土2.5a 4.2 x10叱 2.23士0.43b

IR72 2.25士0.46a 11.1土3.4b 4.5 x10叱 3.63士0.54a

IR65598 0.66土0.25b 16.0土3.7a 6.5x107a 3.06土0.8 4ab

数値は平均値士標準偏差。共通の文字の付いた数値の間には有意差なし。1/5000aワグネルポット使用。
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